
 
 

新春を迎え、皆様のご多幸をお祈り申し上げます。昨年 3 月 11 日に発生した東日本大震災は、甚大

な被害をもたらし、「災害に強い街づくり」を改めて認識されられた年となりました。 
       

第４回定例会（平成２３年１２月１日から１２月９日） 
 

今回の議案は、各会計補正予算、職員の給与に関する条例等

の一部改正、苫小牧保育所設置条例の一部改正、指定管理施設

（各コミュニティセンター、高丘霊葬場、文化会館、総合体育

館、日吉体育館、緑ヶ丘公園陸上競技場）の指定、そして、家

庭ごみの有料化のための苫小牧市廃棄物の処理及び清掃に関

する条例の一部改正などがありました。 

私は、「家庭ごみの有料化」については、まだまだ市民説明

が足りないと感じており、疑問も寄せられています。①なぜ今

まで黄色、青色などのゴミ袋に入れなくても良かったのか？ 

②現在のごみ袋で回収、分別を徹底することが先ではないか？ 

③有料化の目的が減量化であれば、減量化が進まない場合どう

するのか？などです。今後、議会質問の中で明らかにしていき

たいと思います。 
  

「災害廃棄物受け入れ問題」 

市役所全体で横断的に検討すべき！ 
  

私の一般質問では、市長の政治姿勢として３点（①北海道新幹線などの鉄道網整備について ②災害

廃棄物の受け入れについて ③町内会活動とみんなで福祉大作戦について）、消防行政として２点（①消

防救急無線のデジタル化について ②市町村消防の広域化について）を取り上げました。 
  

まず、何と言っても東日本大震災で発生した災害廃棄物の受け入れ問題です。 

昨年６月に苫東が、瓦れき置き場の候補地と報道

された時点では、全く打診も無かったとの答弁であ

りましたが、市長は既に被災地の復興支援のため

「焼却できる廃棄物は一定程度受け入れる」と放射

能汚染の安全性の確保を条件に示しています。 

このこのから５点について質問しました。しかし、

何一つ明確な答弁はありませんでした。なぜなら苫

小牧市は、「災害廃棄物の受け入れ」を国の環境省

から照会があり、単なる清掃事業としてしか捉えて

いないからです。あまりにも市長に危機意識が足り

ません。 

また、受け入れに際して港の風評は出ないか、企

業誘致に影響しないか、災害廃棄物を野積みする場

合に雨が降れば河川や下水に入らないか、周囲に学校など無いかなど市役所全体で横断的に検討し、後

で想定外とならないようにするため「庁内に被災地支援プロジェクト」などの組織の設置を強く求めま

した。しかし、市民が放射能汚染に不安を抱える中でも市側はその認識が低く、これほど温度差がある

限り安易に受け入れることを許すわけにはいきません。 
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① 災害廃棄物の放射線量等の測定は、受け入れ

の際に苫小牧市でも行うのか。 

② 仮置き場として、想定する場所はどこで、ど

の程度の量を保有し処理するのか、また、想

定される期間はどの程度か。 

③ 仮置き場は、出火危険などがありますが、規

制をどのように考えているか。 

④ 焼却灰の放射性セシウムの検査と焼却灰の

処分方法をどうするのか、また、処理場で働

く方々の安全対策はどう考えているのか。 

⑤ 周辺自治体への説明又は協議は必要なのか。 
 



次に町内会活動とみんなで福祉大作戦では、市役所と町内会の関わり方をただしました。まず、町内

会の「広報とまこまい」の配布助成金は、総合政策部で平成２５年度から見直しすることを決めました。

また、保健福祉部では敬老会の補助金も３千円から減額して１千円にする方針を出しています。 

市長は、１０月の決算委員会で、私の質問に対して「町内会は受け止め方や状況も違っているので、

丁寧に対応していく」と答弁しました。しかし、

現実には各部局が財政難を理由に一方的に見直

すことを決めています。 

また、保健福祉部では「みんなで福祉大作戦」

を実施しているにも関わらず「ふれあいサロン」

の助成金すら考えていません。 

これが、市長の言う丁寧な対応と言えるのか

見解と対応を求め、更に町内会の支援事業を具

体化し、縦割り行政を解消した上で、一本化す

ることを提言しました。市側は、町内会と協議

しながら対応したいとの答弁でした。 
 

国の第３次補正で 消防救急無線のデジタル化を予定！ 
 

消防組織の広域化は、道が示した消防広域化推

進計画により平成２４年度末までに１市４町で

の実施が示されています。この計画では、消防・

救急の配置は一切見直さないことを条件にバラ

ンスの悪いまま、東西４０km の苫小牧市から

１００km を超える地域とし、一つの消防本部

が東胆振を管轄する合理化政策です。今年、震

災が発生し、広域化は細部に目が行き届かない

として、全国的に協議を打ち切っています。 

広域化の場合、無線の指令台も東胆振を統合

する考えですが、今回、国が第３次補正予算の

中に「消防救急無線のデジタル化」を盛り込ん

だことから、苫小牧市は単独で整備する方針を 

打ち出しました。しかし、広域化の判断を先送りにして着工すれば、この予算も二重投資となりかねま

せん。私は、広域化とデジタル化は切っても切れない問題として、具体的な方向性を求めましたが、答

弁は、スピード感が無くやはり結論を先送りにしました。再度、３月議会で見解を求めます！ 
 

新千歳空港駅から苫小牧駅へ！ 
 

「鉄道網の整備」については、北海道新幹線が北回りで動

き出していることから道南地区の経済、観光をどのように考

えていくのかを求めました。私は、新千歳空港駅から苫小牧

駅まで路線を延長することが苫小牧の活性化、企業誘致にも

繋がるとして見解を求めました。市側からは、新千歳空港駅

に直接乗り入れられないことが企業誘致にプラスになってい

ないことを認め、粘り強く申し入れていくことが示されまし

た。今後も重要な課題として取り組みます。 

１０月の決算審査特別委員会で提言した「空地の草刈り」

問題は、病害虫や野火の発生源などで、市民生活に影響を与

えていることから、今後、消防本部と環境衛生部が連携して

行うことを提案し、１２月から実施されました。 

 

《《熱熱血血現現場場主主義義》》小小ささななここととででもも身身近近なな問問題題をを地地域域かからら発発信信ししまますすののでで、、よよろろししくくおお願願いいししまますす。。  

 

 

 

 


